
（東吾妻町育英条例施行規則第１０条）

１　経歴等

幼稚園等
※1

立 年度卒

小学校 立 小学校 年度卒

中学校 立 中学校 年度卒

高等学校等

　 ※3
高等学校 年度卒

※1　幼稚園等については、保育所ほか小学校就学前に在籍のあった施設名を記入してください。

※2「高等学校」等（学校教育法第1条に規定する学校）の欄には、卒業した方のみ記入してください。

２　留意事項

　東吾妻町育英条例第10条の規定に基づき、他の奨学金制度との併用はできません。

　申請書類提出時点で、他の奨学金制度を利用する可能性があるかどうか、

以下のどちらかに○を付けてください。

利用する可能性はない

　

　後日貸付けの可否を通知します。

　貸付が決定した方は、本通知を受理してから貸付を受けるまでに

　本町の制度を利用するかどうか、必ず御連絡ください。

令和　　　年　　　月　　　日

（フリガナ）

申請者（自署）

奨学金貸付申請者調書

　利用する可能性がある

学歴等

修学の目的

卒業後の目標

　私は、奨学金の貸与、返還その他必要な届出等について、東吾妻町育英条例及び東吾
妻町育英条例施行規則により確認しました。



（東吾妻町育英条例施行規則第１０条）

１　経歴等

幼稚園等
※1

東吾妻町 立 原町 幼稚園 平成22 年度卒

小学校 〃 立 原町 小学校 平成28 年度卒

中学校 〃 立 東吾妻 中学校 令和元 年度卒

高等学校等

　 ※3
東吾妻 高等学校 令和３ 年度卒

　学芸員の資格を取得し、歴史関係に携われる職業に就きたい。

※1　幼稚園等については、保育所ほか小学校就学前に在籍のあった施設名を記入してください。

※3「高等学校」等（学校教育法第1条に規定する学校）の欄には、卒業した方のみ記入してください。

２　留意事項

　東吾妻町育英条例第10条の規定に基づき、他の奨学金制度との併用はできません。

　申請書類提出時点で、他の奨学金制度を利用する可能性があるかどうか、

以下のどちらかに○を付けてください。

　利用する可能性がある 利用する可能性はない

　後日貸付けの可否を通知します。

　貸付が決定した方は、本通知を受理してから貸付を受けるまでに

　本町の制度を利用するかどうか、必ず御連絡ください。

令和　○○年　○○月　○○日

（フリガナ）

申請者（自署）

記入例

奨学金貸付申請者調書

○○○○　○○○○

学歴等

修学の目的 　日本の歴史に興味があり、古典文学等も含め造詣を深めたい。

卒業後の目標

　私は、奨学金の貸与、返還その他必要な届出等について、東吾妻町育英条例及び東吾
妻町育英条例施行規則により確認しました。

○○　○○


